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左はツァイス社の光学製品カタログに掲載されている 60mm アストロカメラ（左の赤道儀に同架）。中
央は京大天文台のザートリウス 7 吋赤道儀に同架されたアストロカメラ（1920 年代の写真）。右は筆者に




どが使用された３。これらの写真儀を用い製作者自身により 1922 年～1932 年に撮影された
乾板が宇宙物理学教室に多数残されている。観測対象は彗星や小惑星であった。その乾板
リストをみるとクック 30cm、ザートリウス 17cm、ブラッシャー25cm など望遠鏡本体で






などをもとに CG で復元した画像をつぎに示す。 
   
 中村要が製作した 11cm 天体写真儀（左）とクック 30cm 赤道儀鏡筒後部に取り付けられた 16cm 写真
儀と観測中の中村要（中央）、16cm 天体写真儀（右）。11cm は下の断面図が示すように三枚玉レンズであ







 現存するレンズの金枠には“*Flieger truppe* Carl Zeiss Jena Nr. 304163 Triplet 1:7 




 上記の古写真乾板類を調べると、1938 年 11 月上旬にあらたなカメラ２台の試験観測を
はじめたことを示す乾板が数枚あることが判明した。手札サイズの乾板保存袋には“aerial 
photolens”と記されている。カメラ A とカメラ B についてそれぞれフォーカステストなど
を行いその性能を比較していることから、このレンズは２台あったことが判る。観測者欄
には y.s.のイニシャルが記入されている。このころは京大天文台にとって激動の時期であり、
1938 年 5 月に山本が京大を辞職、1939 年 8 月には新城が上海で客死、宇宙物理学教室の
北部構内への移転などがひきつづいて起こった。この y.s.なる人物は、おそらく柴田淑次で
ある。昭和 6 年に宇宙物理学科を卒業し、当時助手として天文台に出入りしていた。5 年後
輩に宮本正太郎、7 年後輩に藤波重次がいた。柴田は彗星、小惑星の観測を行っていた。1938
年のペルー日食観測には山本一清に同行している。戦後 1948 年から 1951 年まで助教授を
つとめ、その後気象庁に転出し 1965 年から 1969 年まで気象庁長官を務めた。 
 
             ツァイス製航空写真用トリプレットレンズ 
 
   
1938 年秋にクック赤道儀に取り付けて行われた３つの天体写真儀のテスト観測乾板保存袋。左からツァ
イストリプレット A レンズ、同 B レンズ、ドグマーレンズ。 
 
観測関係の宇宙物理学第二講座担任と天文台長職は、1939 年 4 月に上田穣がひきついだ。


















現物の金枠には“C.P.GOERZ BERLIN, No.409807, DOGMAR 1:4,5 F=500mm, D.R.P.”
と刻印されている。D.R.P.はドイツ国特許 Deutches Reichspatent のことで、この略号が
用いられたのは戦前のワイマール共和制時代のことであった。GOERZ 社は 1932 年にはツ
ァイス社の仲介により、ドイツ国内のカメラ製造会社５社と合併し Zeiss Ikon 社となるの



























   
花山天文台 30cm クック望遠鏡に取り付けられたツァイス・トリプレット写真儀と三谷哲康（左）、花
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